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貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

（火曜定休日）

貴装の店

焼津店
焼津市栄町5-10-21焼津市栄町5-10-21 営業時間/AM9:30～PM8:00（火曜定休日）営業時間/AM9:30～PM8:00（火曜定休日）

☎054-627-7786
お衣装・小物あわせのお問合せはこちら

撮影ご予約・ご来店のお問合せはこちら
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海
軍
・
文
筆
家
・
シ
ャ
ム
渡
航

　

片
岡
敏
郎
は
日
本
の
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
の
先
駆
者
で
あ
り
、

鬼き
さ
い才

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

敏
郎
は
、
明
治
十
五
年
、
焼
津

市
小こ

が
わ川

村
に
、
農
業
技
師
の
片

岡
由
基
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
小
学
校
卒
業
後
、
東

そ
こ
知
り

志
太物

語
京
の
開
成
中
学
校
に
進
学
。
海

軍
兵
学
校
を
目
指
す
も
叶
わ
ず

帰
郷
。
静
岡
中
学
校
を
卒
業
後

は
、
家
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
泉

い
ず
み
き
ょ
う
か

鏡
花
に
師
事
し

て
門
下
生
と
な
り
、
文
筆
家
を

目
指
し
ま
す
が
挫
折
。
明
治

三
十
九
年
、
シ
ャ
ム
国
（
タ

イ
）
公
使
と
知
り
合
い
、
シ

ャ
ム
公
使
館
に
勤
務
。
明
治

四
十
二
年
か
ら
大
正
元
年
ま
で

シ
ャ
ム
国
に
渡
航
し
ま
し
た
。

電
通
か
ら
森
永
、
壽
屋
へ

　

帰
国
後
の
大
正
二
年
、
日
本

電
報
通
信
社
（
現
・
電
通
）
に

入
社
。
そ
の
翌
年
、
森
永
製
菓

に
自
ら
の
広
告
案
を
提
案
し
た

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
草
分
け

赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
広
告
制
作

　

大
正
八
年
、
壽

こ
と
ぶ
き
や屋

（
現
・
サ

ン
ト
リ
ー
）
に
広
告
部
長
と
し

て
移
籍
。「
オ
ラ
ガ
ビ
ー
ル
」
や

「
サ
ン
ト
リ
ー
白
札
」、
日
本
初

の
ヌ
ー
ド
ポ
ス
タ
ー
と
騒
が
れ

た
「
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」
の

ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
ま
す
。
こ

の
ポ
ス
タ
ー
は
、
ド
イ
ツ
で
開

か
れ
た
世
界
ポ
ス
タ
ー
展
で
は

一
等
に
入
選
し
ま
し
た
。

伝
説
的
な
ス
モ
カ
広
告
登
場

　

昭
和
七
年
、
壽
屋
の
ス
モ
カ

歯
磨
の
製
造
権
売
却
に
伴
い
、

壽
屋
を
退
社
。
新
た
に
設
立
さ

れ
た
寿す

も

か
毛
加
社
の
取
締
役
と
な

り
、「
ス
モ
カ
歯
磨
」
の
広
告
に

専
念
し
ま
す
。
週
に
二
回
ほ
ど

の
広
告
は
、
間
が
空
く
と
読
者

か
ら
催
促
が
来
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

昭
和
十
五
年
、
新
聞
上
で
自

由
に
広
告
文
案
を
創
作
で
き
な

く
な
っ
た
敏
郎
は
当
時
と
し

て
は
珍
し
い
廃
業
広
告
を
出
し
、

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
、
金
沢
市
で
逝

去
。
六
十
四
歳
で
し
た
。
昭
和

六
十
年
出
版
の
ス
モ
カ
広
告
全

集
は
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
焼

津
市
西
小
川
の
永
豊
寺
に
お
墓

が
あ
り
ま
す
。（
小
嶋
良
之
）

　

藤
枝
市
岡
部
町
の
玉
露

の
里
に
ハ
ン
セ
ン
病
と
闘
い

な
が
ら
句
作
を
続
け
「
魂
の

俳
人
」
と
呼
ば
れ
た
村
越

化
石
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

化
石
は
、
大
正
十
一
年
、

岡
部
町
新
舟
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
十
六
歳
の
と
き
ハ
ン
セ

ン
病
と
診
断
さ
れ
、
旧
制

と
こ
ろ
、
森
永
製
菓
の
広
告
部

長
と
し
て
招
か
れ
、
ヒ
ッ
ト
広

告
を
次
々
と
打
ち
出
し
ま
し
た
。

特
に
当
時
の
横
綱
・
太た

ち
や
ま

刀
山
の

手
形
に
「
天
下
無
敵 

森
永
ミ
ル

ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
」
と
文
字
を
あ

し
ら
っ
た
広
告
は
大
評
判
と
な

り
ま
し
た
。
敏
郎
は
、
こ
れ
ま

で
広
告
主
の
視
点
で
あ
っ
た
広

告
を
庶
民
の
視
点
で
と
ら
え
た

最
初
の
広
告
人
で
し
た
。

赤
玉
ポ
ス
タ
ー
は
世
界
も
評
価

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

玉
露
の
里
・
村
越
化
石
句
碑

志
太
新
名
物
探
訪

か

せ　

き

志
太
中
学
校
（
現
藤
枝
東
高
）

を
退
学
、
上
京
し
治
療
に
専
念
。

こ
の
時
期
に
療
友
の
勧
め
で
俳

句
を
知
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
に
「
望
郷
の
目

覚
む
八
十
八
夜
か
な
」
の
句
碑

が
建
立
さ
れ
、
化
石
は
六
十
年

ぶ
り
に
帰
郷
し
除
幕
式
に
立
ち

合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
で

「
村
越
化
石
俳
句
大
会
」
を
開

催
。
化
石
は
平
成
二
十
六
年
、

九
十
一
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。

伝
説
的
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
片
岡
敏と

し

郎ろ

う

本
格
始
動
で
す
ね

　

十
月
十
六
日
に
観
光
事
業
者

や
報
道
関
係
者
を
対
象
と
し
た

や
い
づ
観
光
案
内
人
に
よ
る
「
お

披
露
目
ツ
ア
ー
」
を
花
沢
の
里

で
開
催
し
ま
し
た
。
定
員
を
超

え
る
申
し
込
み
が
あ
り
、
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

花
沢
の
里
の
新
し
い
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
九
月
に
は
、
お
客

様
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
規
定
な

ど
も
決
定
し
、
現
在
、
Ｐ
Ｒ
の

案
内
チ
ラ
シ
を
市
内
各
所
で
配

布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
？

　

平
成
二
十
七
年
度
と
二
十
八

年
度
の
二
年
間
に
わ
た
り
、
焼

津
市
観
光
協
会
主
催
の
「
観

光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
私
達
は
そ
の
受
講
生
で

す
。
昨
年
五
月
に
受
講
生
の
有

志
で
「
や
い
づ
観
光
案
内
人
の

会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
目
標

は
、
来
年
開
催
さ
れ
る
静
岡

デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
で
す
。

ま
ず
は
三
コ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト

　

そ
こ
で
、
ま
ず
「
花
沢
の
里
」

「
浜
通
り
」「
小
泉
八
雲
ゆ
か

り
の
地
」
の
三
つ
の
ル
ー
ト
を
選

定
し
ま
し
た
。
会
員
は
ほ
ぼ
三

分
の
一
ず
つ
に
分
か
れ
、
一
年
半

に
わ
た
っ
て
最
低
月
二
回
、
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
ご
と
に
研
修
会

を
重
ね
ま
し
た
。
全
員
が
総
て

の
コ
ー
ス
を
学
べ
る
よ
う
に
し
な

が
ら
、
そ
の
成
果
発
表
を
兼
ね

て
の
お
披
露
目
で
し
た
。

多
く
の
皆
様
に
ご
活
用
を

　

今
年
度
に
な
り
、
活
動
費

確
保
と
会
の
安
定
運
営
の
た
め
、

焼
津
市
の
市
民
公
益
活
動
事
業

費
補
助
金
を
申
請
し
、
交
付
が

決
定
。
会
の
基
盤
が
整
い
、
本

格
的
な
活
動
に
向
け
て
拍
車
が

掛
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
多
く
の
皆
様
に
活

用
し
て
頂
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
、
研
鑽
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
申
し
込

み
は
、
観
光
協
会
内
の
事
務
局

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
運
営
協

力
費
と
し
て
ガ
イ
ド
一
人
当
た
り

千
円
戴
い
て
い
ま
す
。
問
合
せ
は

六
二
六
―
六
二
六
六
。

十
月
よ
り
案
内
本
格
始
動

十
月
十
六
日
お
披
露
目
ツ
ア
ー
開
催

金か

ね

井い  

富と

み

保や

す

杉
山  

厚
子

や
い
づ
観
光
案
内
人
の
会

副
会
長

▶︎
森
永
製
菓「
天
下
無
敵
」の
広
告

▶︎
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
の
広
告

▶︎
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
の
ポ
ス
タ
ー

▲歯磨スモカの広告

▲片岡敏郎スモカ広告全集
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火火秋季
大祭
秋季
大祭

日時 平成　　年　　月　　日（日）30 10 28

柴
燈
護
摩
は
山
伏
先
達
に
よ
り

「
野
外
」
で
行
う
御
護
摩
修
行

で
あ
り
、
諸
難
消
除
、
諸
縁
吉

祥
を
御
本
尊
不
動
明
王
に
御
祈

念
し
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
残
火
の
上
を
素
足

で
歩
い
て
渡
る
行
を
「
火
わ
た

り
」
と
申
し
ま
す
。

「
火
わ
た
り
」
は
精
神
力
を
高

め
、
厄
災
を
払
っ
て
心
身
共
に

清
ら
か
に
な
る
と
、
お
不
動
様

の
ご
加
護
に
よ
り
浄
願
が
叶
う

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

行
事
は
神
聖
な
儀
式
で
あ
り
、

真
剣
な
修
行
で
す
。
自
己
責
任

に
て
「
火
わ
た
り
」
に
参
加
で

き
ま
す
が
、
お
不
動
様
の
御
信

者
、
神
仏
を
尊
ぶ
心
を
お
持
ち

の
方
だ
け
ご
修
行
下
さ
い
。

お
護
摩
ご
祈
祷
の
希
望
者
は

受
付
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お不動様のご宝前で、お子様の
健やかな成長をご祈願致します。

※新生児の「初まいり」祝祷は随時いたします ※1 月中は 9 時～4 時まで原則毎日ご祈祷します
（期間10月下旬から12月上旬）

七五三祝祷 新春ご祈祷（正月）

※

火
わ
た
り
を
す
る
方
は
、
護
摩
木
に

　

お
名
前
、お
願
い
事
を
書
き
添
え
て

　

御
参
加
下
さ
る
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

○元朝初護摩
○新春特別大護摩
○商売・事業・社運 特別祈祷
○厄除特別祈祷

元日0時 30 分より
三が日（元日・2・3）

4・5日
13・14日（成人の日）

・・・・

・・・・
・・・・・・・・・ ・

・・・・・・・

申込み受付中申込み受付中

さ
い
と
う

藤枝市本町 4 丁目 5-24 TEL.054-641-0652

昭和63年11月8日、落合恵子氏による記念講演
会。11月25日、記念式典と記念音楽会のターフェ
ル・ムジーク演奏会が行われました。

平成20年11月14日、90周年記念式典が行われ、
90周年記念誌を刊行。ダニエル・カール氏によ
る記念講演が行われました。

平成12年、現在地への校舎移転・男女共学とな
り、10月27日に80周年記念式典が行われ、翌
28日、團伊玖磨氏らによる記念
コンサートを開催しました。

藤蔭創刊号は昭和6年に誕生。第2号からは「卒
業生消息欄」が設けられていました。また、
昭和34年には
生徒会の機関
誌「ねんりん/年
輪」が創刊され
ました。

むるぶ（全 3 段 239ｘ115mm）

㈱共立アイコムは、
実行委員会のメンバーとして当大会をサポートしています。

http:/ /www.fujicos.com

【メイン会場】清水駅前銀座商店街
（JR清水駅西口）

shizu.cosp #富士コス@shizucosp

http://www.kpnet.co.jp

両日／10:30～18:30 雨天決行

第6回

2018 Mt.FUJI COSPLAY WORLD CONFERENCE
in 清水駅前銀座商店街

2018 Mt.FUJI COSPLAY WORLD CONFERENCE
in 清水駅前銀座商店街

11/17㊏・18㊐
2018 

当時の西益津村長であり県議
会議員でもあった山口忠五郎
氏は志太実科高等女学校設立
の立役者でした。大正7年12
月10日開
校式が挙
行されま
した。

設立して3年後の大正10年10月、佐佐木信綱作詞、福井直
秋作曲の校歌「御國の生命の本を尋ねて…」が誕生。戦後の
校歌空白期の後、校歌の代りとして昭和28年に生徒の村松
きみ作詞、教師の日比野賢一作曲の「水清らかな蓮華寺の池…」
という『生徒の歌』」が出来ました。そして昭和36年、大木
惇夫作詞、乗松明広作曲の「蓮華寺池に　影うつす…」が完成。
平成12年共学化に伴い、生徒の吉倉郷子作詞、團伊玖磨作
曲の現在の校歌「藤香ぐわしき　学び舎に…」となりました。

4年の間に「組合立志太実科高等女学校」→「静
岡県志太郡立高等女学校」→「静岡県志太高等
女学校」→「静岡県立藤枝高等女学校」と4回
名称が変わりました。

昭和4年、奉安殿が竣
工。昭和9年、藤蔭寮
でのしつけ教育が始ま
りました。一週間泊り
込みでの、しつけの指
導は当時としても珍しく
全国から見学者があり
ました。

昭和8年に校旗と校章が制
定され、校旗は、昭和31
年と共学となった平成
12年に改装。
校章は、昭和35年
前後に現在の形
となりました。

昭和44年10月31日、50周年記念式典が行われ
ました。記念事業として藤蔭の庭が竣工。伊藤
京子氏と立川澄人氏記念音楽
会が開催されました。

昭和23年「静岡県立藤枝
高等学校」となり、翌年
に静岡県立志太高等学校
（現藤枝東高等学校）と
統合され、西教場、東教
場に。昭和27年に分離し
て「静岡県立藤枝西高等
学校」が誕生しました。

創立100周年を記念し、様々な記念事業が企画されまし
た。①シンボルマ−ク・スローガン・ポスターの募集と決定、
②プレイベントとして、2月にウインドオーケストラ部演奏
会、9月2日に総合芸術発表会、藤蔭祭（文化祭）に合
わせ、先輩を招き、「先輩と語ろう」を開催、③横断幕・
懸垂幕を各所に設置し、創立100周年の気運を高めまし
た。④西高の歴史を後世に伝えるため、旧校舎跡地（現、
藤枝蓮華寺池公園駐車場）に記念碑を建立し、4月9日
除幕式を行いました。制作は、日本美術家連盟会員で藤
枝市在住の石彫家の杉村孝さんです。⑤全ての普通教室
に電子黒板機能付きのプロジェクターを設置、⑥玄関ホ
ールと多目的ホールに大型モニターを設置しました。
11月10日記念式典とともに記念講演会を開催。講師は、
スペースシャトル「コ
ロンビア号」と「エン
デバー号」に搭乗した
宇宙飛行士で現・京
都大学特定教授の土
井隆雄氏です。また、
当日100周年の記念
誌が刊行される予定
です。

明治32年の「高等女学校令」は、各県に県立の高等女
学校の設立を義務づけていました。その企画段階では、「そ
の位置を志太郡藤枝町若しくは其附近と定め将来規模拡

昭和53年11月25日、60周年記念式典が行わ
れました。記念事業として五十嵐喜芳氏による
記念音楽会が開催されました。

張又は校舎改築の場合に至り之を同所に移転し、その規模
を確立し、従って其設備を完成すること」となっていて、県
内最初の高等女学校は藤枝に設立される予定でした。

校旗・校章の制定と変遷７０周年記念式典と記念講演会＆音楽会

戦後の統合期と西高の誕生
11月10日に記念式典開催　様々な記念事業を企画実行

校舎移転・男女共学と８０周年記念式典

５０周年記念式典と記念音楽会９０周年記念式典と記念講演

６０周年記念式典と記念音楽会藤蔭とねんりんの刊行とその変遷

山口忠五郎と志太実科高等女学校の創立

大正時代４年間で４回学校名が変更に

校歌の制定と変遷　空白期と生徒の歌

藤蔭寮でのしつけ教育

静岡県立藤枝西高等学校
１００年のあゆみ
百年百色 〜つなげよう　創り出そう　百年の思いをのせて〜

大正7年に開校した静岡県立藤枝西高等学校は、今年、創立100周年を迎えました。
組合立志太実科高等女学校から県立藤枝高等女学校時代を経て、現在までの歴史を振り返ってみました。
4月には旧校舎跡に記念碑が建立され、卒業生にとっても記念すべき年となりました。

秘話 最初の高等女学校は「藤枝」だった？
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，この秋、出掛けたい場所は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 聖観世音 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-17-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　11月5日㈪
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

片岡敏郎が門下生となった作家は？

　〇〇〇（漢字3文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」、むるぶで連載し
た「志太の人物遺産」をプレゼントします。応募人
数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

　広告業界に身を置く者にとって「赤玉ポートワイン」
のポスターは、歴史的事件です。そしてそのポスター
を制作した片岡敏郎が焼津の出身だと最近まで知りま
せんでした。それを知った時、全身が痺れました。今
回のそこ知り物語は、力が入りました。歴史の発掘は、
こういう出逢いがあるから止められません。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）

TEL.054-635-4651まで人事部 鈴木、今本人事部 鈴木、今本

静岡県藤枝市高柳1丁目17-23
TEL：054-635-4651㈹
E-mail：jinji@kpnet .co. jph t t p : / / w w w . k p n e t . c o . j p

求人情報求人情報

時　　給：時　　給：休　　日：休　　日： 土日祝（完全週休２日制）土日祝（完全週休２日制） 860円
応募･お問合せは…応募･お問合せは…

勤務時間：勤務時間：13：00～18：00（１日５時間程度）13：00～18：00（１日５時間程度）

仕事内容：仕事内容： 印刷用データの確認業務（検版）印刷用データの確認業務（検版）
今年5月、本社移転リニューアル!!快適な空間で働こう♪今年5月、本社移転リニューアル!!快適な空間で働こう♪

指示票（伝票）と見本を見比べてチェックするお仕事です！
１週間程度で慣れることが出来ます!
※色の確認業務があります。

指示票（伝票）と見本を見比べてチェックするお仕事です！
１週間程度で慣れることが出来ます!
※色の確認業務があります。

急募
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11月の休日緊急医

小児科
・

3日（祝） 4日（日） 11日（日） 18日（日） 23日（祝） 25日（日） 3日（祝） 4日（日） 11日（日） 18日（日） 23日（祝） 25日（日）

5

（小）高洲早川クリニック
（与左衛門）
�636･0021

（内）ハラダ城南医院
（田中三）

�647･1234

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

（内）ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

（内）水上内科クリニック
（高柳二）
�634･1200

（内・小）入交医院
（大手二）
�641･0135

神戸整形外科
（焼津市宗高）
�622･3399

（内・小）横山消化器内科
（焼津市下小杉）

�622･0045
（内・小）板倉医院
（田沼四）

�636･0881

よしだ整形形成外科医院
（小石川町四）
�645･9200

（内・小）にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

（内）鈴木循環器クリニック
（高柳四）
�634･3131

（小）小林小児科
（前島一）
�635･2620

（内）いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

（内・小）みやはら内科クリニック
（小石川町一）
�647･5670

（内）すみや脳神経クリニック
（本町二）
�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

（内）花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

（小）小石川町小児科・アレルギー科・皮ふ科クリニック
（小石川町一）
�644･8800

（内）青島北クリニック
（瀬古二）
�647･7707

（内・小）柴田医院
（藤枝四）
�641･0127

匡ペインクリニック
（駅前一）
�646･7261

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888

浅井歯科医院
（高岡一）
�636･8241

まつなが耳鼻咽喉科クリニック
（駅前二）
�645･3387

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

小川眼科医院
（本町二）
�641･0160

溝越歯科医院
（上藪田）

�638･1184

あまの耳鼻咽喉科クリニック
（田中三）

�646･3313
（皮）きたむら皮フ科クリニック
（水守一）
�631･4412

おおはし歯科クリニック
（水守一）
�641･6591

井口歯科
（駅前三）
�645･4182

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001
（泌）あおき腎・泌尿器クリニック
（本町二）
�647･2022

スマート・デンタル・オフィス
（音羽町二）
�644･0264

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

ホワイト歯科クリニック
（築地）

�644･8148


